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・
急
激
な
人
口

減
少
に
よ
る
児

童
減

少
が

続
き
，

平
成
４
年
に
地

区
内
に
唯

一
あ
っ
た
「
高

山
小
学
校
」
が

閉
校

→
平
成
８
年
，
若

者
の

地
域

離
れ
と
人

口
減

少
を
食
い
止

め
よ
う
と
小

学
校

跡
地
を
活

用
し
た
「
高
山

地
区

交
流
セ
ン
タ
ー
」
が

開
設

学
校
だ
け
に
頼

ら
な
い
，
地
域

で
考

え
る
地

域
づ
く
り
を
目

指
す
！

活
動

の
き
っ
か

け
・
ス
タ
ー
ト

活
動
に
お
い
て
の
転

換
点
（
転
換

期
）

活
動

の
中
で
苦

労
し
た
点

日
置

市
高

山
地

区
（
高

山
地

区
公

民
館
）

１ 【
地

区
（
集

落
）
概

要
】

・
人

口
（
令

和
３
年

４
月

１
日

現
在

）
・
年

齢
構

成

15
3
人

（
男

性
：6

3
人

，
女

性
90

人
）

０
～

14
歳

：
２
人

14
～

64
歳

：4
4
人

65
歳

以
上

：1
07

人

・
世

帯
数

（
令

和
３
年

４
月

１
日

現
在

）
・
取

組
主

体

98
世

帯
高

山
地

区
公

民
館

活
用
し
た
支

援
策
（
国
・
県
・
市
町

村
）

日
置
市
：
市
の
交

付
金
を
活

用
し
，
高

山
地
区

の
地

域
活

性
化
を
推

進

連
携

団
体

代
表

者
コ
メ
ン
ト

0
9
9
-
2
7
4-
9
85
6
（高

山
地
区

公
民
館

）

～
住
民
全
員
が
N
P
O
法
人
の
会
員
に
な
っ
て
地
域
づ
く
り
～

・
活
動
を
開
始
す
る
際
に
は
，
苦
労
が
あ
る
の
は
当

た
り
前
で
す
。
高
齢
化
率
7
0
%
の
地
域
で
も
で
き
る

こ
と
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

・
先
を
見
据
え
て
，
イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
て
活
動
す
る
こ

と
と
，
地
域
を
大
事
に
す
る
心
が
大
切
で
す
。

・
過
疎
化
，
少
子
高
齢
化
を
受
け
，
地
域
行
事
に

参
加
す
る
人
が
不
足

（
地
域
内
住
民
）

地
域
住
民
で
地
域
行
事
に
参
加
し
て
く
れ
た
人

に
は
，
手
当
を
支
給

→
高
齢
者
も
必
要
と
さ
れ
て
い
る
と
い
う
意
識

付
け
に
よ
り
，
地
域
活
性
化
に
大
き
く
寄
与

（
地
域
外
人
材
）

お
嫁
さ
ん
，
子
，
孫
，
ひ
孫
な
ど
地
域
外
の
人
の

協
力
を
も
ら
っ
て
地
域
に
活
力
を

→
地
域
行
事
を
通
し
て
，
ふ
る
さ
と
に
愛
着
が

生
ま
れ
る
。

・
棚

田
の

農
地

保
全

や
高

齢
者

の
送

迎
支

援
な
ど

喫
緊

の
課

題
に
直

面
す
る
中
，
「
地

域
住

民
の
」
，

「
地

域
住

民
に
よ
る
」
，
「
地

域
住

民
の
た
め
の
」

地
域

活
性

化
を
図
る
た
め
，
N
P
O
法

人
の

設
立

を
目

指
す
。

→
N
P
O
法

人
設

立
に
係
る
勉

強
会
，
住

民
ア
ン

ケ
ー
ト
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
通
じ
た
地

域
住

民
の

合
意

形
成

や
事

業
計

画
の

作
成

★
平

成
2
5
年
３
月
，
集

落
全

員
が

会
員
と
な
る

「
N
P
O
法

人
が

ん
ば
ろ
う
高

山
」を

設
立

→
地

域
住

民
が

積
極

的
に
な
り
，
前

向
き
の

姿
勢

へ
と
変

化
（
地

域
で
経

済
を
回

す
！

）

市
：
農

林
水

産
振

興
事

業
補

助
金
（
H
2
8
年

度
）

ふ
る
さ
と
水
と
土

基
金
・
棚

田
基

金
（
H
3
0
年

度
）

日
置

市
地

域
づ
く
り
推

進
事

業
交

付
金
（
ソ
フ
ト
事

業
）
（
H
2
1
年

度
～
）

日
置

市
地

区
自

治
公

民
館

活
性

化
事
業

交
付

金
（
主

任
人
件

費
等
）
（
H
2
1
年

度
～
）
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今
後

の
目

標

き
っ
か

け

児
童

減
少
に
よ
る

高
山

小
学

校
の

閉
校

・
小

学
校
閉

校
の

際
，
跡

地
を
宿

泊
施

設
に
利
用

す
る
こ
と
を
自

治
体
に
申

し
入

れ
，
交

流
人

口
の

拡
大
を
図
る
。

→
地
域

内
外

の
交

流
を
図
る
施

設
と

し
て
，
「
高

山
地

区
交

流
セ
ン
タ
ー
」

を
開

設

ス
テ
ッ
プ
１

ス
テ
ッ
プ
４

活
動
を
通
じ
て
の

喜
び

ス
テ
ッ
プ
２

・
平

成
1
0
年

か
ら
高
山
地
区
交
流
セ
ン
タ
ー
の
宿
泊
研
修
施
設
の

機
能
を
生

か
し
，
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
や
大
学
サ
ー
ク
ル
の
合
宿

等
の

受
入
を
開
始

（
夏

休
み

期
間
中
）

延
べ
約
6
0
0
人
が
利
用

（
年

間
）
約

5,
0
0
0
人
が
利
用

→
合

宿
で
訪
れ
た
大
学
生
と
地

区
住

民
と
の

交
流
機
会
も
生
ま

れ
，
棚

田
の

散
策
や
高
山
ふ
る

さ
と
秋

祭
り
の
運
営
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
な
ど
地

域
行
事
へ
の
協
力
に

発
展

（
継

続
的
な
交
流
！
）

・
稼
ぐ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で
，
農

作
物
を
作

る
こ
と
が
生
き
が
い
に
な
る
と
と
も
に
，
病

院
に
行
く
回

数
が

減
る
な
ど
健

康
的
に
な
っ
た
。

・
買
い
物
ツ
ア
ー
等

の
実

施
で
住

民
か
ら
感

謝
の

言
葉
を
も

ら
っ
た
り
，
絆

が
強
く
な
っ
た
と
感
じ
る
。

ス
テ
ッ
プ
３

・
地
域
活
性
化
の
た
め
に
高
齢
者
の
支
援
を
図

る
目
的
で
「
N
P
O
法
人
が
ん
ば
ろ
う
高
山
」を

設
立
（
集
落
全
員
が
会
員
）

→
棚
田
保
全
や
農
業
体
験
の
受
け
入
れ
，
交

通
手
段
の
な
い
高
齢
者
の
移
動
支
援
に
取
り

組
む
。

→
車
の
運
転
が
で
き
ず
に
農
作
物
を
出
荷
で
き

な
い
住
民
の
た
め
に
，
生
産
し
た
農
作
物
を
集

め
て
回
り
，
江
口
蓬
莱
館
に
一
括
し
て
出
荷
す

る
事
業
を
開
始
（
農
作
物
の
収
益
化
に
繋
が

る
！
）

→
さ
ら
に
，
集
荷
の
際
に
同
館
の
商
品
カ
タ
ロ

グ
を
配
布
し
，

一
括
し
た
注

文
の
取
り
ま

と
め
と
商
品

を
配
達
す
る

事
業
へ
展
開

・
６
次

産
業

化
を
目

指
し
，
令

和
元

年
５
月
に
空

き
家
を
活

用
し
た
「
た
か

や
ま
峠

茶
屋

」を
オ
ー
プ

ン →
地

域
で
稼
ぐ
仕

組
み

の
構

築
，
農

家
の

生
産

意
欲

や
高

齢
者

の
生
き
が
い
に
結

び
つ
く
。

→
災

害
時

の
避

難
場

所
や

地
域

住
民

の
交

流
の

場
所

と
し
て
も
活

用
！

・
住
民
の
交
通

手
段

の
提

供
は

継
続
し
，
更

な
る
サ
ー
ビ
ス
向

上
を
図
る
。

・
空
き
家
を
活

用
し
た
「
古

民
家
カ
フ
ェ
」
の

開
設
を
検
討
中

→
料
理
の
提

供
や

農
産

物
・
加

工
品

の
販

売
に
よ
り
，
地

域
住

民
の

所
得

向
上
を
図

る
。

★
行
政
に
頼
り
過
ぎ
な
い
，
コ
ロ
ナ
禍
に
も

対
応
で
き
る
持

続
可

能
な
地

域
を
目

指
す
。
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・
児
童
養
護

施
設
職
員
と
し
て
勤
務
し
て
い

た
職
員
が

，
自
然
の
中
で
親
子
で
の
様
々

な
体
験
が

出
来
る
場
を
提
供
し
た
い
。

・
活
動
拠
点

と
な
る
古
民
家
を
探
し
て
い
た

と
こ
ろ
，

当
集
落
を
紹
介
さ
れ
る
。

→
田
舎
に
は

，
親
子
が
お
互
い
の
役
割
を

認
め
合
い

家
庭
を
構
築
す
る
プ
ロ
セ
ス
が

ま
だ
残
っ

て
い
る
の
で
は
。

古
民

家
を
自
ら

改
修
し

活
動

拠
点
に
す

る
。

活
動

の
き
っ

か
け
・
ス

タ
ー
ト

内
容

は
，
わ

か
り
や

す
く
，
簡

潔
に
記

載

・
集
落
と
一
体
と
な
っ
た
取
組
が
，
新
聞
や

テ
レ
ビ
な
ど
メ
デ
ィ
ア
で
取
り
上
げ
ら
れ

た
。

★
集
落
に
お
け
る
日
々
の
活
動
が
大
事
で

あ
る
こ
と
の
再
認
識

★
こ
れ
ま
で
の
活
動
が
評
価
さ
れ
，
励
み
に

な
っ
た
。

★
集
落
の
方
々
か
ら
の
ア
イ
デ
ア
を
生
か
し

て
，
取
り
組
み
の
幅
を
広
げ
る
！
！

活
動

に
お
い

て
の
転
換

点
（
転
換

期
）

・
活
動
の
運
営
等
の
苦
慮

・
立
ち
上
げ
時
か
ら
1
0
年
以
上
が
経
過
し
，

当
初
か
ら
参
加
し
て
い
る
方
々
も
高
齢
化
。

無
理
を
し
て
い
な
い
か
の
心
配

（
理
事
長
が
集
落
の
方
々
を
心
配
）

活
動

の
中
で

苦
労
し
た
点

枕
崎
市

木
口
屋
地

区
（
N
P
O法

人
子
育

て
ふ
れ

あ
い
グ

ル
ー
プ

自
然
花
）

２ 【
地

区
概

要
】

・
人

口
（
令

和
３
年

３
月

１
日

現
在

）
・
年

齢
構

成

48
人

（
男

性
：2

4
人

，
女

性
24

人
）

０
～

14
歳

：
４
人

15
～

64
歳

：2
0
人

65
歳

以
上

：2
4
人

・
世

帯
数

（
令

和
３
年

３
月

１
日

現
在

）
・
取

組
主

体

32
世

帯
N
P
O
法

人
子

育
て
ふ

れ
あ
い
グ
ル

ー
プ
自

然
花

国
：
過
疎
地
域
等
集
落
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
圏
形
成
支
援
事
業
（
平
成
2
9
年
度
）

県
：
木
と
ふ
れ
あ
う
環
境
づ
く
り
推
進
事
業
（
令
和
２
年
度
）

活
用
し
た
支

援
策
（
国
・
県
・
市
町

村
）

・
地
元
高
校
生

・
鹿

児
島

大
学
フ
リ
ー
ス
ポ
ッ
ト

・
活
動
に
賛
同
し
て
参

加
し
て
く
れ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

な
ど

連
携

団
体
等

・
無
理
を
せ
ず
に
行
う
こ
と
が
継
続
の
秘
訣
で
す
。

・
・
「
頑
張
ら
な
い
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
活
動
し
て
い
る
か
ら

皆
で
同
じ
方
向
を
向
い
て
活
動
で
き
て
い
ま
す
。

代
表

者
コ
メ
ン
ト

0
9
9
3
-
5
8
-
1
8
8
8

（
N
P
O
法
人
子
育
て
ふ
れ
あ
い
グ
ル
ー
プ
自
然
花
）

～
子

育
て

N
P
O
と

高
齢

集
落
の

相
乗

効
果

～

大
脇

理
事

長
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・
古
民
家
を
改
修
し
，
活
動
拠
点
づ
く
り

・
自
然
体
験
や
農
業
体
験
を
近
隣
の
保
育
園

や
学
童
へ
声
か
け
。

★
子
ど
も
が
い
な
か
っ
た
集
落
に
，
元
気
な

声
が
響
く
！

・
農
業
経
験
の
な
い
ス
タ
ッ
フ
へ
集
落
の
人
々

が
心
配
し
支
援

★
集
落
と
の
絆
が
芽
生
え
る
。

ス
テ
ッ
プ
１

今
後
の
目
標

き
っ
か

け

・
親
子

で
一

緒
に

，
様
々

な
体

験
を

さ
せ

た
い

。
・
子

育
て
に
悩
む
保
護

者
が

気
軽
に
相
談
で

き
る
場
を
作
り
た
い
。

ス
テ
ッ
プ
２

ス
テ
ッ
プ

３

活
動
を
通
じ
て
の
喜
び

・
集
落
と
の
関
わ
り
の
増
加

→
子
ど
も
達
の
元
気
な
声
が
，
集
落
の

人
々
を
呼
び
込
む
。
集
落
の
活
性
化
！

→
法
人
の
様
々
な
行
事
を
合
同
で
開
催

餅
つ
き
，
味
噌
作
り
，
か
か
ら
ん

団
子
，
そ
う
め
ん
流
し

な
ど

→
集
落
か
ら
の
野
菜
の
差
し
入
れ

・
空
き
家
対
策
事
業
を
活
用

し
，
古
民
家
再
生

塾
を
開
催
。
改
築
の
技
術

を
学
ぶ
。

・
古
民
家
の
改
築
後
は
，

→
古
民
家
レ
ス
ト
ラ
ン

→
親
子
の
料
理
教
室

→
修
学
旅
行
生
の
受
入
れ

→
移
住
希
望
者
向
け
の

お
試
し
住
宅
と
し
て
活

用

・
集
落
と
の

関
わ
り
は
今
後
も
継
続

→
子
育
て

支
援
(
家
庭
の
学
習
支
援
)

→
高
齢
者

と
子
ど
も
と
の
交
流

→
週
末
の

駄
菓
子
屋

な
ど

・
集
落
の
行

事
の
復
活

→
十
五
夜

の
綱
引
き

な
ど

・
集
落
へ
の

恩
返
し
（
法
人
の
想
い
）

活
動
を
行
う
際
，
集
落
の
人
々
が
必
ず
一
緒
に
関
わ
っ

て
く
れ
る
。
人
と
の
出
会
い
に
喜
び
を
感
じ
る
。

（
集
落
の
人
々
の
声
）

法
人
の
ス
タ
ッ
フ
の
人
柄
が
一
番
。
地
域
と
の
活
動

に
い
つ
も
真
剣
に
取
り
組
ん
で
く
れ
る
。
そ
の
姿
を
見

る
と
助
け
た
く
な
る
。

（
ひ

だ
ま

り
の

家
）
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・
地
区
内
の

子
ど
も
が
減
少
し
，
小
学
校

再
編
の
話

が
持
ち
上
が
る
。
(
平
成
2
9
年
)

・
自
分
達
で

何
か
で
き
る
こ
と
は
な
い
か
？

→
子
ど
も

が
増
え
れ
ば

→
子
ど
も

が
増
え
る
に
は
，
家
族
を
地
区

に
呼
び

込
め
ば

→
地
区
に

呼
び
込
む
に
は
住
居
が
必
要

地
区

内
に
多

数
あ
る

空
き
家
を

活
用

す
れ
ば

！
！

活
動

の
き
っ

か
け
・
ス

タ
ー
ト

内
容

は
，
わ

か
り
や

す
く
，
簡

潔
に
記

載

・
活
動
を
開
始
し
，
１
件
目
の
契
約
が
成
立
し

た
時

（
平
成
2
9
年
1
2
月
：
活
動
開
始

→
平
成
3
0
年
4
月
：
ﾌ
ﾟ
ﾛ
ｼ
ﾞ
ｪ
ｸ
ﾄ
立
ち
上
げ

→
平
成
3
0
年
6
月
：
1
件
目
契
約
成
立
）

★
空
き
家
登
録
→
空
き
家
道
具
搬
出

→
マ
ッ
チ
ン
グ
が
実
を
結
ん
だ
！

★
１
件
目
の
契
約
成
立
後
は
，
問
合
せ
な
ど
も

増
え
，
地
区
内
で
も
活
動
が
知
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。

活
動

に
お
い

て
の
転
換

点
（
転
換

期
）

・
地
区
内
に
お
け
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
存
在

を
認
知
し
て
も
ら
う
ま
で
の
活
動

※
具
体
的
に
行
っ
た
活
動

・
の
ぼ
り
旗
や
懸
垂
幕
の
作
成

→
公
共
施
設
や
商
店
街
に
設
置

・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
だ
よ
り
の
発
行

活
動
報
告
，
寄
付
の
お
礼

移
住
者
情
報

な
ど

→
地
区
内
全
戸
に
配
布

・
か
わ
し
り
げ
ん
き
マ
ル
シ
ェ
の
開
催

・
市
や
区
の
行
事
に
参
加

→
神
輿
担
ぎ

な
ど

活
動

の
中
で

苦
労
し
た
点

指
宿

市
川

尻
地
区

（
川
尻

元
気
プ

ロ
ジ
ェ

ク
ト
実

行
委
員

会
）

３ 【
地

区
概

要
】

・
人

口
（
令

和
３
年

２
月

１
日

現
在

）
・
年

齢
構

成

1
,4
48

人
（
男

性
：6

38
人

，
女

性
81

0
人

）
０
～

14
歳

：9
2
人

，
1
5～

64
歳

：6
23

人
，
6
5歳

以
上

：7
33

人

・
世

帯
数

（
令

和
３
年

２
月

１
日

現
在

）
・
取

組
主

体

82
8
世

帯
川

尻
元

気
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実

行
委

員
会

県
：
「
元
気

な
南
薩
」
応
援
事
業
（
平
成
3
0
年
度
～
令
和
元
年
度
）

市
：
地
域
提

案
型
空
き
家
活
用
事
業
（
平
成
3
0
年
度
～
令
和
2
年
度
）

活
用
し
た
支

援
策
（
国
・
県
・
市
町

村
）

指
宿
市
：

空
き
家

活
用
に
お
け
る
補

助
家
財

道
具

搬
出

等
に
お
け
る
リ
サ
イ
ク
ル

の
減

免

連
携

団
体

・
何

事
も
動
か
な
い
と
始
ま
り
ま
せ
ん
。
自
分
達
の
思
い
を
具
体

化
し
ま
し
ょ
う
。

・
無

理
は
せ
ず
，
自
分
の
身
の
丈
に
あ
っ
た
活
動
を
し
ま
し
ょ
う
。

「
で
き
る
人
が
！
で
き
る
時
に
！
で
き
る
事
を
！
」

代
表

者
コ
メ
ン
ト

0
9
9
3
-
3
2
-
2
1
4
1
（
川
尻
元
気
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
務
局
）

～
で
き
る
人
が
！
で
き
る
時
に
！
で
き
る
事
を
！
～

竹
畑

代
表
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・
空
き

家
を
活
用
し
た
若
い
世
帯
の
移
住
を

手
助

け
し
た
い
。

・
地
区

役
員
や
区
民
に
説
明
し
，
総
会
に
て

承
認

→
地

区
内
の
有
志
の
若
者
を
中
心
に
，
川

尻
元
気
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
行
委
員
会
を

立
ち
上
げ
（
平
成
3
0
年
4
月
）

※
令
和
3
年
1
月
末
現
在
:
4
0
人

ス
テ
ッ
プ
１

今
後
の
目
標

き
っ

か
け

・
地
区
内
の

子
ど
も

が
減
少

・
小
学
校
再

編
の
話

が
持
ち
上

が
る
。

ス
テ
ッ
プ
２

ス
テ
ッ
プ
４

活
動
を
通
じ
て
の
喜
び

ス
テ
ッ
プ
３

※
住
民
へ
自
分
達
の
活
動

周
知
が
主
な
目
的

・
の
ぼ
り
旗
や
懸
垂
幕

の
作
成
・
設
置

・
独
自
の
空
き
家
マ
ッ

プ
の
作
成

・
空
き
家
情
報
を
求
め
る

チ
ラ
シ
の
作
成
・
配
布

・
空
き
家
登
録
可

能
な
家
の
家
財

道
具
を
搬
出

・
空
き
家
の
管
理

（
草
刈
り
な

ど
）
も
可
能
な

範
囲
で
。

「
で

き
る
人

が
！
で
き

る
時
に
！

で
き
る
事

を
！
」
が

メ
ン
バ
ー
の

合
言
葉

※
ピ

ン
ク
の

ポ
ロ
シ

ャ
ツ
が

活
動
の
目
印

令
和
３
年
１
月
末
現
在

・
家
財
道
具
の
清
掃
活
動
：
1
8
件

・
橋
渡
し
件
数
：
1
6
件

★
1
6
世
帯
（
4
1
人
）
が
移
住

→
若
い
世
代
の
移
住

・
Ｄ
Ｉ
Ｙ
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
講
座
に
よ
る

空
き
家
改
修
（
技
術
習
得
）

・
モ
デ
ル
空
き
家
に
よ
る
居
住
で
は
な
く
，

地
域
拠
点
づ
く
り
（
移
住
者
交
流
，

子
ど
も
達
の
学
習
支
援
，

高
齢
者
サ
ロ
ン

な
ど
に
活
用
）

・
こ
れ
ま
で

の
活
動
は
継
続

→
未
だ
解
決

に
至
っ
て
い
な
い
課
題
＋

３
年
間
で

新
た
に
み
え
て
き
た
課
題

★
川
尻
地
区

地
域
創
造
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

（
地
域

が
稼
ぐ

仕
組
み

，
生
き

抜
い
て

い
く

仕
組

み
を
５

年
計
画

で
創
造

）

★
2
0
2
5
年
ま

で
に
川
尻
元
気
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
か
ら

独
立
し
た
組
織
体
制

（
N
P
O
法

人
な
ど
）
を
目
指
す
！

・
空
き
家
登
録
→
空
き
家
家
具
搬
出
→
マ
ッ
チ
ン
グ

ま
で
の
一
連
を
通
じ
，
契
約
が
決

ま
り
，
地
域
に

新
た
な
人
が
入
っ
て
き
た
時

・
自
分
達
の
活
動
が
地
域
に
浸
透
し

て
き
て
，
活
動

中
に
住
民
か
ら
声
を
か
け
て
も
ら

え
る
よ
う
に

な
っ
た
。
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活
動

の
き
っ
か

け
・
ス
タ
ー
ト

・
平

成
2
5
年
に
各

公
民

会
の

青
壮

年
で
垣

根
を
超

え
て
構

成
す
る
「
吾

友
会

」を
結

成

→
『
金

吾
様

踊
り
』
の

踊
り
手
を
は
じ
め
，
校

区
案

内
看

板
製

作
や

地
区
イ
ベ
ン
ト
の

企
画

運
営

な
ど
幅

広
い
活

動
に
取
り
組

む
。

→
テ
レ
ビ
や

新
聞
な
ど
の

取
材

等
も
増
え
る
。

★
集

落
に
観

光
客

が
訪
れ
る
よ
う
に
な
り
，

ま
た
，
若

い
世

帯
の
移
住

者
も
増
加

！

活
動
に
お
い
て
の
転

換
点
（
転
換

期
）

・
昭
和
3
0
年
当
時
の
踊
り
手
で
あ
っ
た
各
集
落

の
高
齢
者
に
踊
り
の
詳
細
を
聞
き
取
り

→
半
世
紀
も
前
の
こ
と
で
記
憶
が
不
鮮
明
で
詳

細
が
わ
か
ら
な
い
。

★
当
時
の
写
真
や
資
料
を
参
考
に
踊
り
や

衣
装
・
道
具
の
再
現

活
動

の
中
で
苦

労
し
た
点

さ
つ
ま
町

中
津

川
地

区
（
中

津
川

区
公

民
館
）

４ 【
地

区
（
集

落
）
概

要
】

・
人

口
（
令

和
３
年

５
月

６
日

現
在

）
・
年

齢
構

成

86
6
人

（
男

性
：4

08
人

，
女

性
45

8人
）

０
～

14
歳

：8
9
人

14
～

64
歳

：3
62

人
65

歳
以

上
：4

15
人

・
世

帯
数

（
令

和
３
年

５
月

６
日

現
在

）
・
取

組
主

体

42
5
世

帯
中

津
川

区
公

民
館

活
用
し
た
支

援
策
（
国
・
県
・
市
町

村
）

代
表

者
コ
メ
ン
ト

0
9
9
6
-
5
7-
0
88
4
（中

津
川
交

流
館
）
（火

・木
曜
日

の
午
前

８
時

30
分

～
午
前

10
時
）

0
9
9
6
-
5
3-
1
11
1
（さ

つ
ま
町

企
画
政
策

課
）

～
地

域
の
伝

統
芸
能
を

核
に
集
落

を
活
性
化
～

地
域
の
特
徴
を
核
と
し
て
，
責
任
者
だ
け
で
な
く
，

地
域
住
民
が
主
役
と
な
っ
て
取
り
組
む
こ
と
が
大

切
で
す
。

※
金

吾
様
・
・
・
島

津
４
兄

弟
３
男

島
津

金
吾

歳
久
公

・
集
落
の
人
口
減

少
に
よ
る
将

来
へ

の
不

安
が

高
ま
る
。
（
昭

和
6
0
年

：
1,
6
1
8
人

→
平

成
２
年

：
1
,4
4
6
人
（
-
1
0.
6
3
％

）
）

→
平
成
６
年
，
「
中

津
川

地
区

地
域
づ
く
り
活
性

化
計
画
」を

策
定
し
，
住

民
に
よ
る
地

域
活

性
化

を
目
指
す
こ
と
に
。

・
大

石
神

社
の
『金

吾
様
踊

り
』
に

賑
わ
い
を
取

り
戻

す
。

・
『
大

念
仏
踊
り
』
を
復

活
さ
せ

る
。

町
：
地
域
元

気
再

生
補

助
事

業
（
平

成
2
3
年

度
～

）
※
財
源
の
多
く
を
自

主
財

源
で
ま
か
な
っ
て
い
る
。

（
焼

酎
「
金

吾
さ
ぁ
」
，
唐

芋
の

販
売

，
な
か

っ
こ
朝

市
，
の

ぼ
り
旗

の
製

作
な
ど
）

連
携

団
体

・
中
津
川
小

学
校

（
踊
り
手
）

・
恵

光
保

育
園

（
踊
り
手

）
・
吾
友
会

・
ゆ
め
は
な
会

-7-



・
宿
泊
や
立
ち
寄
る
場

所
を
つ
く
り
，
地

域
経
済
が
活

性
化
し
，
補

助
金
に
頼
る
こ
と

の
な
い
稼
げ
る
集

落
を
目

指
す
。

・
観
光
で
来
た
人
も
一

緒
に
金

吾
様

踊
り
を

踊
る
な
ど
，
外

部
の

人
と
地

域
が

融
合
し
，

よ
り
一
層
賑
わ
い
の
あ
る
祭
り
に
な
る
こ

と
を
願
う
。

今
後

の
目

標

き
っ
か

け

・
『
金
吾
様
踊
り
』
に
賑

わ
い
を
！

・
『
大
念
仏
踊
り
』
を
復

活
さ
せ
た
い
！

・
平

成
1
5
年
，
各

集
落

か
ら
集

ま
っ
た
青

壮
年

で
「
金

吾
様

踊
り
活

性
化

実
行

委
員

会
」を

結
成

→
当

時
（
昭

和
3
0
年

）
の

踊
り
手

の
方

や
写

真
や

資
料
を
参

考
に
振
り
付
け
の

練
習

が
始

ま
る
。

★
平

成
2
2
年
，
『
大

念
仏

踊
り
』
の

一
つ
で
あ
る

「
地

割
舞

」
が

復
活
。
観

客
数

が
増

加
（
平
成

1
5
年

：
1
0
0
人

→
現

在
約

1,
6
0
0
人

）

★
中

津
川

住
民
と
し
て
の

誇
り
も
復

活
！

・
平

成
2
5
年
，
「
金

吾
様

踊
り
活

性
化

実
行

委
員

会
」
の
メ
ン
バ

ー
が
，
「
過

疎
が

進
む
地

域
を
何

と
か

盛
り
上

げ
た
い
」
と
「
吾

友
会

」を
結

成

→
農

作
業

支
援
，
地

区
案

内
看

板
製

作
，

小
学

校
と
の

交
流

活
動
，
町

の
婚

活
イ
ベ

ン

ト
へ

の
参

画
な
ど
に
取
り
組

む
。

★
移

住
者

の
増

加
！

（
平

成
2
6
年

以
降
，
世

帯
主

が
2
0
代

～
3
0
代

の
６
世

帯
が
Ｕ
タ
ー
ン
）

★
後

継
者

の
育

成
に
も
寄

与

ス
テ
ッ
プ
１

ス
テ
ッ
プ
３

活
動
を
通
じ
て
の

喜
び

・
平
成
1
9
年
か
ら
地
区
内
の
遊
休
農
地
を
利
用

し
て
，
さ
つ
ま
い
も
を
栽
培
し
焼
酎

「
金
吾
さ
ぁ
」
の
製
造
・
販
売

→
『
金
吾
様
踊
り
』
の
財
源
に
！

・
『
大
念
仏
踊
り
』
の
復
活
が
き
っ
か
け
と
な
り
，

平
成
2
3年

「
な
か
っ
こ
朝
市
」を

実
施
し
，

野
菜
や
加
工
品
の
販
売

→
地
域
の
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
が
一
堂

に
集
ま
る
場
所
と
な
る
。

ス
テ
ッ
プ
２

活
動
を
行
う
と
，
小

学
生
く
ら
い
か
ら
協

力
し
て
く
れ
る
よ
う
に
な
る
た
め
，
若
い
世

代
と

の
交

流
が

生
ま
れ
，
地

域
住

民
同
士

の
つ
な
が
り
が

生
ま
れ
る
こ
と
が

喜
び
に
な
っ

て
い
る
。
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【
地
域
資
源

へ
の
気
づ
き
】

「
魅
力
あ

る
自
然
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
，
な
ぜ

活
用
さ
れ
て
い
な
い
の
か
？
」

と
い
う
地

域
外
か
ら
移
住
さ
れ
た
方
の

疑
問
（
平

成
2
8
年
）

→
当
た
り

前
と
な
っ
て
い
た
地
域
の
魅
力

を
再
認

識
！

【
地
区
な
ら

で
は
の
地
域
資
源
の
活
用
】

日
本
一
と

呼
ば
れ
た
茶
樹
の
活
用
。

→
広
場
し

か
な
い
の
は
も
っ
た
い
な
い
。

地
域
の
憩

い
の
場

を
整
備
！

活
動

の
き
っ

か
け
・
ス

タ
ー
ト

内
容

は
，
わ

か
り
や

す
く
，
簡

潔
に
記

載

・
移
住
者
と
地
域
住
民
が
協
働
し
地
域
活
性
化

【
平
成
2
8
,
2
9
年
の
取
組
】

青
年
会
議
所
や
地
域
の
運
営
委
員
会
へ
積
極

的
に
参
加

→
地
域
が
有
す
る
魅
力
や
課
題
を
認
識
す
る

と
と
も
に
，
地
域
住
民
と
の
関
係
深
化
。

★
地
域
活
性
化
へ
向
け
た
取
組
（
憩
い
の
場

整
備
）
へ
始
動
！

【
平
成
3
0
～
令
和
元
年
】

大
茶
樹
公
園
に
拠
点
整
備
を
行
う
た
め
の
地

元
自
治
体
と
の
協
議

→
自
治
公
民
館
長
の
協
力
の
も
と
調
整

【
令
和
２
年
】

★
年
輪
堂
（
地
域
の
憩
い
の
場
）
整
備
！

活
動

に
お
い

て
の
転
換

点
（
転
換

期
）

・
移
住
さ
れ
た
方
が
主
導
す
る
地
域
活
性
化

策
の
取
組
に
対
す
る
地
域
住
民
の
理
解

→
地
域
住
民
に
理
解
し
て
も
ら
う
た
め
に

は
，
ま
ず
，
移
住
者
が
地
域
に
溶
け
込

む
こ
と
が
必
要

★
積
極
的
に
地
域
活
動
や
交
流
の
場
に
参

加
す
る
。

・
地
域
を
活
性
化
す
る
に
は
，
地
域
外
に
向

け
た
情
報
発
信
を
行
う
こ
と
が
肝
要

★
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
な
ど
を

活
用
し
た
情
報
発
信

（
移
住
者
の
ス
キ
ル
を
活
用
）

活
動

の
中
で

苦
労
し
た
点

霧
島

市
中

津
川
地

区
（
中

津
川
地

区
自
治

公
民
館

）
５ 【
地

区
概

要
】

・
人

口
（
令

和
３
年

３
月

１
日

現
在

）
・
年

齢
構

成

86
2
人

（
男

性
：4

11
人

，
女

性
45

1人
）

０
～

14
歳

：2
8
人

15
～

64
歳

：3
49

人
65

歳
以

上
：4

85
人

・
世

帯
数

（
令

和
３
年

３
月

１
日

現
在

）
・
取

組
主

体

50
5
世

帯
中

津
川

地
区

自
治

公
民

館

市
：
行
財
政
使
用
料
減
免
（
令
和
２
年
度
～
）

活
用
し
た
支

援
策
（
国
・
県
・
市
町

村
）

霧
島
市
：
大
茶
樹

公
園

の
管

理
者
で
あ
る
市

が
中
津
川
地
区
自
治
公
民
館

へ
管

理
業
務
を
委
託

連
携

団
体

地
域
を
活
性
化
し
た
い
！
と
の
思
い
は
皆
同
じ

で
，
地
域
が
一
体
と
な
り
霧
島
連
山
が
一
望
で
き

る
こ
の
場
所
に
地
域
の
拠
点
が
で
き
ま
し
た
。

今
後
，
年
輪
堂
の
存
在
を
広
め
，
子
供
か
ら
高

齢
者
ま
で
世
代
を
超
え
た
交
流
や
都
市
部
と
の
交

流
に
も
つ
な
げ
て
い
き
た
い
で
す
。

代
表

者
コ
メ
ン
ト

0
9
9
5
-
6
4
-
0
9
5
2
（
霧
島
市
地
域
政
策
課
）

～
移

住
者

と
地

域
住

民
が

力
を

合
わ

せ
て

地
域

づ
く

り
～

邉
田

公
民

館
長
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・
里
山
な
ら
で
は
の
地
域
資
源
を
有
し
て
い

た
が
，
地
域
活
性
化
に
向
け
た
具
体
的
な

取
組
に
つ
い
て
は
，
高
齢
化
し
た
地
域
住

民
だ
け
で
は
な
か
な
か
進
ま
な
い
。

→
里
山
暮
ら
し
を
目
的
に
，
移
住
さ
れ
た

方
が
地
域
の
過
疎
化
を
危
惧

★
地
域
活
性
化
に
取
り
組
む
こ
と
を
一
念

発
起
！

ス
テ
ッ
プ
１

【
交
流
拠
点

の
さ
ら
な
る
整

備
】

・
憩
い
の
場
と
し
て
整
備

し
た
年

輪
堂

が
，

よ
り
良
い
拠

点
と
な
る
よ
う
思

案
（
例
：ベ

ン
チ
設

置
な
ど
）
し
て
い
る
。

【
移
住
者
の

呼
び
込

み
】

・
移
住
希
望
者
と
空
き
家

の
マ
ッ
チ
ン
グ

を
行
い
，
地

域
に
人
を
呼

び
込

み
た
い
。

【
将
来
的
に
は

】
・
地
域
課
題
で
あ
る
，
高

齢
者

等
の

交
通

手
法
と
し
て
自

動
運

転
を
導

入
す
る
な

ど
，
地
域
に
取

組
内

容
を
還

元
し
た
い
。

今
後
の
目
標

き
っ

か
け

移
住
者
な
ら

で
は
の

外
か
ら
の
視

点
で
，

魅
力
あ
る
地

域
資
源

の
再
発
見

・
地
域
活
性
化
に
向
け
た
取
組
は
，
地
域
住

民
の
理
解
・
協
力
を
得
な
け
れ
ば
，
実
施

は
困
難

→
青
年
会
議
所
や
地
域
の
運
営
委
員
会
へ

積
極
的
に
参
加

★
地
域
住
民
と
交
流
を
経
る
こ
と
で
，
地

域
に
溶
け
込
む
。

★
さ
ら
に
，
地
域
住
民
と
の
交
流
を
通
し

て
地
域
が
有
す
る
魅
力
と
課
題
を
認
識
！

・
整
備
に
向
け
公
園
管
理
者
で
あ
る
市
と

協
議
・
調
整

・
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
な
ど
を
活

用
し
た
情
報
発
信

★
交
流
拠
点
の
場
が
完
成

ス
テ
ッ
プ
２

ス
テ
ッ
プ
４

活
動
を
通
じ
て
の
喜
び

ス
テ
ッ
プ
３

・
地
域
に
は
，
か
つ
て
日
本
一
と
称
さ
れ
た
大

茶
樹
が
あ
り
，
歴
史
を
刻
む
シ
ン
ボ
ル
と
し
た

公
園
（
大
茶
樹
公
園
）
が
存
在

★
住
民
が
集
う
憩
い
の
場
と
し
て
の
整
備

へ
!

※
初

代
の

写
真

（
樹

齢
3
0
0
年
，
高

さ
約
4
.5
m
と
い
わ

れ
る
。
）

※
現

在
の

写
真

(２
代

目
と
な
り
，

樹
齢

約
1
4
0
年
。
)

※
年

輪
堂

（
R
2
.6
～
）

地
域

住
民

の
憩
い

の
場

と
な

っ
て
い

る
。

年
輪
堂
が
，
地

域
住

民
の

交
流

の
場
と
し
て
，
使

用
さ
れ

て
い
る
時

は
も
ち
ろ
ん
だ
が
，
子
ど
も
か
ら
お
年

寄
り
ま
で
，

幅
広
い
世

代
の

方
々

の
笑

顔
を
見
た
時

が
一

番
の

喜
び
。
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・
人
口
減
少
，
少
子
高
齢
化

・
農
業
の
担
い
手
不
足
，
耕
作
放
棄
地
増
加

・
空
き
家
の
増
加

・
高
齢
者
の
買
い
物
や
病
院
へ
の
交
通
不
便

な
ど

高
隈

地
区
の

こ
と
を
皆

で
考
え

や
れ

る
と
こ

ろ
は
み
ん

な
で
や
ろ

う
！

★
目

指
す
将

来
像

高
隈
の
恵

み
を
活
か

し
人
々
が

集
う

郷
（
さ
と

）
づ
く
り

活
動

の
き
っ

か
け
・
ス

タ
ー
ト

内
容

は
，
わ

か
り
や

す
く
，
簡

潔
に
記

載

・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
設
立

（
平
成
2
7
年
７
月
）

→
町
内
会
や
生
涯
学
習
な
ど
各
々
で
実
施
し

て
き
た
事
業
を
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
に

一
本
化

→
我
が
地
域
「
高
隈
」
の
こ
と
を
み
ん
な
で

語
り
合
う
機
会
が
で
き
た
。

→
豊
か
な
自
然
が
あ
る
。

こ
れ
を
活
か
し
て
い
こ
う
。

活
動

に
お
い

て
の
転
換

点
（
転
換

期
）

・
話
し
合
い
，
イ
ベ
ン
ト
な
ど
へ
の
参
加
者

が
固
定
化

・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
の
活
動
が
地
域
全

体
へ
浸
透
し
て
い
な
い
。

・
若
者
や
女
性
の
参
加
が
低
い
。

→
参
加
で
き
る
人
が
参
加
で
も
良
い
の
で
は
。

無
理
強
い
は
し
な
い
。

・
毎
年
度
の
事
業
計
画
で
既
存
事
業
に
固
定

化
の
傾
向
が
あ
り
、
新
規
事
業
の
取
り
組

み
が
弱
い
。

・
自
主
財
源
確
保
の
取
り
組
み
が
進
ま
な
い
。

活
動

の
中
で

苦
労
し
た
点

鹿
屋

市
高

隈
地
区

（
高
隈

地
区
コ

ミ
ュ
ニ

テ
ィ
協

議
会
）

６ 【
地

区
概

要
】

・
人

口
（
令

和
３
年

１
月

31
日

現
在

）
・
年

齢
構

成

1
,4
76

人
（
男

性
：7

11
人

，
女

性
76
5
人

）
０
～

14
歳

：1
00

人
15

～
64

歳
：6

73
人

65
歳

以
上

：7
03

人

・
世

帯
数

（
令

和
３
年

１
月

3
1日

現
在

）
・
取

組
主

体

81
7
世

帯
高

隈
地

区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協

議
会

国
：
過
疎
地

域
等
集
落
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
圏
形
成
支
援
事
業
（
平
成
2
9
年
度
）

県
：
地
域
貢

献
活
動
サ
ポ
ー
ト
事
業
（
令
和
元
年
度
）

市
：
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
交
付
金
（
平
成
2
7
年
度
～
令
和
２
年
度
）

活
用
し
た
支

援
策
（
国
・
県
・
市
町

村
）

・
鹿
屋
市
社
会
福

祉
協

議
会

：ド
ラ
イ
ブ
サ
ロ
ン
の

協
力

機
関

の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト

・
社
会
福
祉
法
人

：ド
ラ
イ
ブ
サ
ロ
ン
の

車
両
，
運

転
者

の
提

供

連
携

団
体

地
域
づ
く
り
は

み
ん
な
で
考

え
み
ん
な
の

力
で
！

代
表

者
コ
メ
ン
ト 0
9
9
4
-
4
5
-
2
5
2
5

（
高
隈
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
事
務
局
）

（
高
隈
地
区
交
流
促
進
セ
ン
タ
ー
内
）

～
コ

ミ
ュ
ニ

テ
ィ
協
議

会
に
よ
る

地
域
活
性

化
～

浜
田

会
長
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・
高
隈
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

町
内
会
・
自
治
会
・
各
種
団
体
と
連
携

し
て
、
地
域
活
動
を
拡
げ
る
。

★
高
隈
地
区
ま
ち
づ
く
り
計
画
書
策
定

→
皆
で
意
見
し
，
1
2
0
を
超
え
る
事
業
を

短
期
・
中
期
・
長
期
に
区
分

★
４
部
会
に
て
活
動
中

今
後
の
目
標

き
っ
か
け

・
農

業
の

担
い
手

不
足
，

耕
作
放

棄
地
増

加
・

空
き
家

の
増
加

・
高

齢
者

の
買
い

物
や

病
院
へ

の
交
通

不
便

な
ど

ス
テ
ッ
プ
２

ス
テ
ッ
プ
４

活
動
を
通
じ
て
の
喜
び

・
高
隈
へ
の
観
光
誘
致
事
業
と
し
て

ツ
ア
ー
客
を
受
入
（
平
成
2
5
年
度
～
）

【
令

和
元
年

度
実
績

：
1
3
2人

】

→
地
域
の
自
然
環
境
（
谷
田
の
滝
）
を

ル
ー
ト
に
取
り
入
れ
る
。

→
地
元
ガ
イ
ド
に
よ
る

案
内

→
地
域
の
食
材
を
使
っ

た
山
菜
弁
当
復
活

★
地
域
資
源
を
活
か
す
！

・
地
域
全
体

に
い
き
わ
た
る
活
動
を

行
っ
て
い

き
た
い
。

（
一

人
暮

ら
し

の
困

り
事

の
生

活
支

援
：

有
償

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

）

・
地
域
の
食

材
を
活
か
し
た
商
品
開
発

→
自
主
財

源
確
保

・
交
流
人
口

を
増
や
す
た
め
の
更
な
る

取
組

・
定
住
人
口

に
向
け
た
取
組

・
ド
ラ
イ
ブ
サ
ロ
ン
（
平
成
2
7
年
度
～
）

→
協
議
会
設
立
時
の
ア
ン
ケ
ー
ト

生
鮮
食
品
を
購
入
で
き
る
店
が

な
い
た
め
自
ら
運
転
す
る
買
い
物

へ
。
し
か
し
，
運
転
に
不
安
あ
り
。

→
社
協
及
び
社
会
福
祉
法
人
の
協
力
に

よ
り
事
業
開
始

★
買
い
物
支
援
だ
け

で
な
く
，
参
加
者

同
士
で
語
り
合
う

な
ど
の
出
会
い
の

場
の
提
供
と
な
り
好
評

・
休
耕
地
の
活
用
（
平
成
2
8
年
度
～
）

→
収
穫
し
た
米
は
販
売
し
自
主
財
源
に

。

・
地
域
学
校
協
働
活
動
の
推
進

→
体
験
活
動
の
実
施
や

郷
土
学
習
、
学
校

奉
仕
作
業
の
実
施

・
自
転
車
の
活
用

→
ﾚ
ﾝ
ﾀ
ｻ
ｲ
ｸ
ﾙ
や
ｻ
ｲ
ｸ
ﾘ
ﾝ
ｸ
ﾞ
ﾏ
ｯ
ﾌ
ﾟ
で
観
光
名

所
の
Ｐ
Ｒ
や
住
民
の
健
康
づ
く
り

ス
テ
ッ
プ
１

・
ツ

ア
ー
受
け
入
れ
や
元
気
お
こ
し
祭
り
な
ど
の

イ
ベ
ン
ト
開
催
に
よ
り
交
流
人
口
が
増
え
た
。

・
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
の
活
動
が
，
新
聞
や

テ
レ
ビ
で
紹
介
さ
れ
，
高
隈
の
知
名
度
が

上
が
っ
た
。

山
菜

弁
当

ス
テ
ッ
プ
３
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【
地

区
（
集

落
）
概

要
】

・
人

口
（
令

和
３
年

３
月

31
日

現
在

）
・
年

齢
構

成

83
人

（
男

性
：4

0
人

，
女

性
43

人
）

０
～

14
歳

：
６
人

15
～

64
歳

：2
6
人

65
歳

以
上

：5
1
人

・
世

帯
数

（
令

和
３
年

３
月

3
1日

現
在

）
・
取

組
主

体

49
世

帯
大

野
づ
く
り
計

画
策

定
・
推

進
委

員
会

（
大

野
地

区
公

民
館

）

活
動

の
き
っ
か

け
・
ス
タ
ー
ト

内
容

は
，
わ

か
り
や

す
く
，
簡

潔
に
記

載
活

動
に
お
い
て
の
転

換
点
（
転
換

期
）

活
動

の
中
で
苦

労
し
た
点

垂
水

市
大

野
地

区
（
大

野
づ
く
り
計

画
策

定
・
推

進
委

員
会
）

７ 国
：
過
疎
集
落

等
自

立
再

生
緊

急
対

策
事

業
（
平

成
2
4
年

度
）

過
疎
地
域

等
集

落
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
圏

形
成

支
援

（
平

成
2
7
年

度
）

県
：
鹿
児
島
県

市
町

村
協

働
の

仕
組

み
づ
く
り
促

進
事

業
（
平

成
2
4
年

度
）

市
：
垂
水
市
ま
ち
づ
く
り
交

付
金

（
平

成
2
3
～

令
和

2
年

度
）

活
用
し
た
支

援
策
（
国
・
県
・
市
町

村
）

連
携

団
体

代
表

者
コ
メ
ン
ト

0
9
9
4
-
3
2-
1
14
3
（垂

水
市
企

画
政
策

課
地
域

振
興
係

）

～
地

元
特
産

品
を
生
か

し
た
集
落

の
活
性
化
～

・
人
口
減
少
に
よ
り
，
平

成
1
8
年
３
月
に
大
野

小
・

中
学
校
が
閉

校
・
学
校
が
な
く
な
っ
た
ら
ど
う
す
る
？

活
用

方
法

を
模
索

→
平
成
2
2
年

度
「
大

野
づ
く
り
計

画
」を

策
定

市
の
モ
デ
ル

地
区
と
し
て
，
1
0
年

後
の

「
大
野
の
あ
り
た
い
姿

」を
定

め
る
。

★
住

民
の

願
い

「
大

野
の

人
を
増

や
し
た
い

（
住

む
人

，
来

る
人
）
！
」

・
「
大

野
原

（う
の

ば
い
）
い
き
い
き
祭
り
」
を
開

催
（
平

成
22

年
度

～
）

→
つ
ら
さ
げ
芋

が
目

玉

【
来

場
者

数
】

・
１
年
目

8
0
0
人

・
２
年
目

3
,4
0
0
人

→
１
年

目
の
４
倍
を
超
え
る
来

場
者

つ
ら
さ
げ
芋

の
在

庫
が

足
り
ず
。

・
３
年
目

1
,5
0
0
人

→
２
年

目
に
「
つ
ら
さ
げ
芋

」
の

準
備

が
足
り
な
か

っ
た
経

験
か
ら
，
必

要
数
を
絶

対
に
切
ら
さ
な
い
生

産
体

制
の

構
築
を
目

指
す
。

・
「つ

ら
さ
げ
芋
」
の
生
産
工
程
は
肉
体
労
働
で

１
シ
ー
ズ
ン
・
１
生
産
者
あ
た
り
1
,0
0
0
本
の
植

え
付
け
を
行
う
た
め
，
労
働
力
が
必
須

→
大
野
地
区
で
は
，
鹿
児
島
大
学
の
演
習
林
を

通
じ
て
交
流
の
あ
っ
た
同
大
学
の
協
力
に
よ

り
，
大
学
生
の
力
を
借
り
た
生
産
を
行
う
こ
と

で
不
足
す
る
労
働
力
を
カ
バ
ー

★
労

働
力

の
解

決
だ
け
で
は
な
く
，

地
域

外
の

若
者
と
の

新
た
な
交
流

が
生

ま
れ

る
相

乗
効

果
！

地
域

が
過

疎
を
迎

え
る
中

，
女

性
や

若
者
と
協

働
を
積

み
重

ね
る
こ
と
や

，
外

部
か
ら
の

人
を
快

く
迎

え
入

れ
，
一

体
と

な
っ
て
活

性
化
に
取
り
組

む
こ

と
が

大
切
で
す
。

・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
森

人
く
ら
ぶ

：
「つ

ら
さ
げ
芋

」
の

生
産

等
の

支
援

・
鹿
児
島
大
学

演
習

林
：「

つ
ら
さ
げ
芋

」
の

生
産

等
の

支
援

，
棒

踊
り
の

披
露

な
ど
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ス
テ
ッ
プ
１

今
後

の
目

標

活
動
の

き
っ
か

け

・
大

野
小
・
中

学
校

の
閉
校

ス
テ
ッ
プ
２

ス
テ
ッ
プ
３

活
動
を
通
じ
て
の

喜
び

・
「つ

ら
さ
げ
芋

」
の

生
産

等
に
よ
り
，
地

域
経

済
が

活
性

化

・
そ
れ
に
伴
い
，
地

域
外
に
出
て
い
た
家

族
が

定
期

的
に
大

野
に
戻
っ
て
く
る
よ
う
に

な
っ
た
こ
と
や
，
若

者
が

仕
事

の
手

伝
い
の
た
め
地

域
に
訪

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と

に
喜
び
を
感
じ
る
。

・
大
学
生
が
居

住
で
き
る
キ
ャ
ン
プ
施

設
や
ロ
グ
ハ
ウ
ス
な
ど
の

建
設

→
地
域
に
住

み
，
地

域
に
協

力
し
な
が

ら
，
大
学
に
通
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う

な
体
制
を
つ
く
り
た
い
。

・
人

口
減

少
に
よ
り
，
平

成
1
8
年
３
月
に
大

野
小

・
中

学
校

が
閉

校

・
地

域
か
ら
活

気
が

失
わ

れ
る
こ
と
に
危

機
感
を
感
じ
た

住
民

が
話
し
合
い
を
重

ね
，

「
大

野
づ
く
り
計

画
」を

策
定

（
平

成
2
2
年

度
）

・
特
産
品
と
し
て
定
着
し
て
き
た
糖
度
3
6
度
の
「つ

ら
さ
げ
芋
」を

目
玉
に
し
た
「
大
野
原
（う

の
ば
い
）

い
き
い
き
祭
り
」

を
開
催

→
毎
年
1,
5
0
0
人
が
訪

れ
る
な
ど
地
域
に

活
気
が
も
た
ら
さ
れ

る
と
共
に
，
「
つ
ら
さ

げ
芋
」
の
ブ
ラ
ン
ド

化
に
よ
り
地
域
経

済
が
活
性
化
！

外
部
人
材
と
の
連
携
（
例
：
鹿
児
島
大
学
演
習
林
）

・
「つ

ら
さ
げ

芋
」
の
生
産
に
協
力

・
豊
年
祭
に
て
，
伝
統
芸
能
で
あ
る
大
野
棒
踊
り

に
挑
戦

・
平
成
2
5
年
度
に

は
鹿
児
島
大
学

学
園
祭
で
棒
踊
り

を
披
露
し
，
文
化

交
流
に
も
発
展

ス
テ
ッ
プ
４

・
平

成
2
7
年
，
国

の
交

付
金
を
活

用
し
，
「
つ

ら
さ
げ
芋

」
の
ブ
ラ
ン
ド
化

成
功
で
不

足
し

た
芋

の
干
し
場

の
建

設
と
耕

作
の
た
め
の

ト
ラ
ク
タ
ー
を
購

入

→
体

制
強

化
に
よ
り

生
産

量
大

幅
ア

ッ
プ
！
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・
龍
郷
町
で

は
，
人
口
減
少
と
少
子
高
齢
化

が
著
し
い

荒
波
地
区
の
振
興
が
積
年
の
課

題 →
人
の
流

れ
を
生
み
出
し
，
地
域
の
稼
ぐ

力
の
創

生
を
目
的
と
し
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
が
ス

タ
ー
ト
（
平
成
2
8
年
）

【
取
組
内

容
】

地
域
お

こ
し
協
力
隊
を
同
年
に
初
採
用

す
る
な

ど
，
地
域
外
の
人
材
を
取
り

込
み
，

地
域
活
性
化
を
目
指
す
。

地
域
外
の

人
材
を

活
用
し
，

地
域
の
活

性
化
を

目
指
す
！

活
動

の
き
っ

か
け
・
ス

タ
ー
ト

内
容

は
，
わ

か
り
や

す
く
，
簡

潔
に
記

載

・
地
域
と
行
政
の
パ
イ
プ
役
と
し
て
地
域
お
こ

し
協
力
隊
が
活
動

【
平
成
2
8
年
】

荒
波
地
区
活
性
化
委
員
会
が
立
ち
上
が
り
，

同
年
か
ら
採
用
さ
れ
た
地
域
お
こ
し
協
力
隊

員
も
参
画

★
地
域
活
性
化
へ
向
け
，
地
域
住
民
等
の
声

を
受
け
止
め
，
行
政
へ
届
け
る
。

【
平
成
3
0
年
】

地
域
住
民
の
有
志
に
よ
り
「
一

般
社

団
法
人

E
’
m
o
re
秋

名
」
設
立

（
隊

員
は
退

任
後
も

地
域
に

定
住
）

★
飲
食
・
宿
泊
施
設
の
拠
点
整
備
へ
！

【
令
和
２
年
】

★
町
に
よ
り
「
荒
波
龍
美
館
」
整
備
！

（
E
’
m
o
re
秋

名
が

管
理

運
営

）

活
動

に
お
い

て
の
転
換

点
（
転
換

期
）

・
龍
郷
町
初
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊
採
用
で

あ
り
，
当
初
は
活
動
内
容
に
四
苦
八
苦
。

→
ま
ず
は
地
域
を
知
る
こ
と
が
大
切
と
，

地
域
情
報
の
収
集
作
業

★
地
域
を
知
る
こ
と
で
，
地
域
住
民
と
の

距
離
感
も
縮
ま
る
。

【
具
体
的
取
組
】

・
地
域
（
龍
郷
町
）
の
歴
史

→
図
書
館
で
の
情
報
収
集

・
地
域
を
知
る

→
集
落
を
散
策

・
人
を
知
る

→
住
民
と
の
積
極
的
な
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン

な
ど

活
動

の
中
で

苦
労
し
た
点

龍
郷

町
荒

波
地
区

（
一
般

社
団
法

人
E
’
m
o
r
e
秋

名
）

８ 【
地

区
概

要
】（

秋
名

・
幾

里
集

落
）

・
人

口
（
令

和
３
年

１
月

１
日

現
在

）
・
年

齢
構

成

35
0
人

（
男

性
：1

64
人

，
女

性
18

6人
）

０
～

14
歳

：4
3
人

15
～

64
歳

：1
46

人
65

歳
以

上
：1

61
人

・
世

帯
数

（
令

和
３
年

１
月

１
日

現
在

）
・
取

組
主

体

21
0
世

帯
一

般
社

団
法

人
E
’
m
o
re
秋

名

国
：
地
方
創

生
加
速
化
交
付
金
（
H
2
7
補
正
）

奄
美
群

島
成
長
戦
略
推
進
交
付
金
（
H
3
0
～
R
2
）

そ
の
他
：
地

域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
補
助
金
（
H
2
9
）

活
用
し
た
支

援
策
（
国
・
県
・
市
町

村
）

龍
郷
町
：
国
等
の

交
付

金
を
活

用
し
，
荒

波
地

区
の

地
域

活
性

化
を
推

進

連
携

団
体

代
表

者
コ
メ
ン
ト

0
9
9
7
-
6
9
-
4
5
1
2
（
龍
郷
町
企
画
観
光
課
）

～
地
域
お
こ
し
協
力
隊
制
度
の
活
用
が
き
っ
か
け
！
～

村
上

代
表

あ
ら

ば

お
陰
様
で
今
ま
で
荒
波
地
区
に
訪
れ
る
こ
と

が
な
か
っ
た
お
客
様
が
何
度
も
足
を
運
ん
で

下
さ
る
こ
と
を
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

ま
だ
ま
だ
道
半
ば
で
す
が
、
地
域
で
協
力
し

な
が
ら
、
笑
顔
あ
ふ
れ
る
魅
力
的
な
シ
マ
の

暮
ら
し
を
伝
え
続
け
た
い
と
思
い
ま
す
。
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【
平
成
2
8
年
度
】

・
龍
郷
町
で
初
と
な
る

地
域
お
こ
し
協
力
隊

員
が
採
用

★
地
域
の
フ
ァ
シ
リ

テ
ー
タ
ー
と
し
て

の
役
割
を
担
う
！

※
協

力
隊

員
(村

上
裕

希
氏
)

(写
真

は
令

和
元

年
度

時
点
)

ス
テ
ッ
プ
１

【
交
流
拠
点

か
ら
の

情
報

発
信

】
・
「
地
域
な
ら
で
は

の
豊

か
な
暮
ら
し
」
を
，

外
部
に
情
報

発
信
し
て
い
く
。

【
移
住
者
の

呼
び
込

み
】

・
移
住
希
望
者
と
空
き
家

の
マ
ッ
チ
ン
グ

を
行
う
な
ど
，
地

域
に
人
を
呼

び
込

む
。

今
後
の
目
標

き
っ

か
け

人
口
減
少
と

少
子
高

齢
化
が
著
し

い
荒
波

地
区
の
振
興

が
積
年

の
課
題

【
平
成
3
0
年
度
】

・
地
域
住
民
の
有
志
で
「
(
一
社
)
E
’
m
o
r
e
秋
名
」

を
設
立

(
理
念
)
若
者
を
呼
び
込
み
，
賑
や
か
な
集
落
作
り

【
令

和
２
年

度
】

・
飲

食
・
宿

泊
施

設
の

交
流

拠
点
で
あ
る
「
荒

波
龍

美
館

」
が

完
成

（
令

和
２
年
６
月

）

ス
テ
ッ
プ
２

ス
テ
ッ
プ
４

活
動
を
通
じ
て
の
喜
び

ス
テ
ッ
プ
３

【
平
成
3
0
年
度
，
令
和
元
年
度
】

・
空
き
家
を
改
修
し
た
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
の
運
営
を

ス
タ
ー
ト

★
（
平
成
3
0
年
度
）
「G

A
M
A
(が

ま
)家

」
整
備

★
（
令
和
元
年
度
）
「
ど
ぅ
ぬ
家
」
整
備

子
ど
も
か
ら
お
年

寄
り
ま
で
，
笑

顔
が
あ
ふ

れ
て
い
る
の

を
見
る
と
，
「
荒

波
の

や
ど
り
」
が

居
心

地
の
い
い
場

所
に
な
っ
て
い
る
と
実

感
す
る
。

地
区
内

外
を
問

わ
ず
，
幅

広
く
愛
さ
れ
る
場

所
と
な
っ
て

も
ら
い
た
い
。

※
E’

m
or
e秋

名
代
表

理
事

（
後

ろ
中

央
）
と

地
元
ス

タ
ッ
フ

の
皆
さ

ん
（
写

真
は

令
和
２
年

度
時

点
）

※
「

ど
ぅ

ぬ
家
」

は
，
奄

美
の
方

言
で
「

わ
た
し

の
家
」

と
い
う

意
味

※
「

ガ
マ

」
は
，

奄
美
の

方
言
で

「
イ
タ

ズ
ラ
」

を
意
味

し
，

「
童
心

に
帰
っ

て
楽
し

め
る

家
」
が

コ
ン
セ

プ
ト

※
落

成
式

※
内
観

※
｢荒

波
龍
美

館
｣
内

に
，

移
住

ｶﾞ
ｲ
ﾄﾞ

ｾ
ﾝﾀ
ｰ

｢住
も

う
デ

ィ
!
｣を

開
設
。

(
協

力
隊

員
が
常

駐
)

※
外
観
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・
人
口
減
少

が
進
み
，
学
校
の
存
続
危
機
に

直
面

→
学
校
存

続
に
向
け
，
「
阿
室
校
区
活
性

化
対
策

委
員
会
」
を
立
ち
上
げ
る
。

（
平
成
2
1
年
）

【
取
組
内

容
】

親
子
で

の
山
村
留
学
に
取
り
組
み
，
地

域
外
か

ら
の
人
の
流
れ
の
創
出
を
目
指

す
。

地
域

一
丸
と
な
っ
て

，
親
子
山
村

留
学
に
取

り
組
み
，

学
校
存
続
を

目
指
す
！

活
動

の
き
っ

か
け
・
ス

タ
ー
ト

内
容

は
，
わ

か
り
や

す
く
，
簡

潔
に
記

載

【
平
成
2
1
年
】

学
校
存
続
の
危
機
に
直
面
し
た
こ
と
か
ら
，

校
区
全
世
帯
の
意
向
調
査
を
行
う
。

→
学
校
存
続
に
向
け
，
各
集
落
の
代
表
等
で
，

阿
室
校
区
活
性
化
対
策
委
員
会
を
立
ち
上

げ
る
。

★
親
子
山
村
留
学
制
度
の
仕
組
み
作
り

ス
タ
ー
ト

【
取
組
内
容
】

・
親
子
山
村
留
学
の
P
R

→
ﾊ
ﾟ
ﾝ
ﾌ
ﾚ
ｯ
ﾄ
や
ﾎ
ｰ
ﾑ
ﾍ
ﾟ
ｰ
ｼ
ﾞ
作
成

・
受
入
体
制
の
整
備

→
住
宅
確
保
や
保
護
者
の
就
業
先
情
報

の
提
供

な
ど

活
動

に
お
い

て
の
転
換

点
（
転
換

期
）

・
移
住
者
の
生
活
拠
点
と
な
る
，
住
宅
を
確

保
す
る
こ
と
が
一
苦
労

→
空
き
家
で
あ
っ
て
も
，
お
盆
や
年
末
・

年
始
の
帰
省
先
と
し
て
，
所
有
者
が
保

有
す
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
。

★
地
元
住
民
の
協
力
の
う
え
で
，
受
入
が

途
切
れ
る
事
態
に
は
な
っ
て
い
な
い
。

・
地
域
住
民
主
体
の
取
組
で
あ
り
，
就
業
者

に
と
っ
て
は
，
新
た
な
取
組
に
参
画
す
る

余
裕
が
な
い
場
合
が
あ
る
。

★
隙
間
時
間
に
高
齢
者
と
お
茶
を
す
る
な

ど
，
負
担
の
な
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
（
見
守
り
）
を
実
践

活
動

の
中
で

苦
労
し
た
点

宇
検

村
崎

原
地
区

（
阿
室

校
区
活

性
化
対

策
委
員

会
）

９ 【
地

区
概

要
】

・
人

口
（
令

和
３
年

１
月

３
０
日

現
在

）
・
年

齢
構

成

２
１
３
人

（
男

性
：
１
０
４
人

，
女

性
１
０
９
人

）
０
～

14
歳

：
２
９
人

15
～

64
歳

：
９
７
人

65
歳

以
上

：
８
７
人

・
世

帯
数

（
令

和
３
年

１
月

３
０
日

現
在

）
・
取

組
主

体

１
２
１
世

帯
阿

室
校

区
活

性
化

対
策

委
員

会

県
：
共
生
･
協
働
の
む
ら
づ
く
り
活
性
化
事
業
に
係
る
補
助
金
(
H
2
6
,
2
7
)

地
域
貢
献
サ
ポ
ー
ト
事
業
に
係
る
助
成
金
(
H
3
0
)

村
：
宇
検
村
校
区
及
び
併
設
校
活
性
化
(
山
村
留
学
)
対
策
事
業
補
助
金

（
H
2
1
～
）

活
用
し
た
支

援
策
（
国
・
県
・
市
町

村
）

株
式
会
社
ね
り
や

か
な
や

：
奄

美
群

島
へ

の
移

住
支

援
サ
イ
ト

「
ね
り
や

か
な
や

」で
親

子
山

村
留

学
の

情
報

発
信

連
携

団
体

代
表

者
コ
メ
ン
ト～

地
域
で

支
え

る
親

子
山
村

留
学
～

吉
久

会
長

立
ち
上
げ
か
ら
1
2
年
，
こ
こ
ま
で
続
け
て
来
ら
れ
た
の
も
，

地
域

の
方

の
協
力
が
あ
っ
て
の
事
だ
と
思
い
ま
す
。

現
在

の
問

題
は
貸
し
て
く
れ
る
空
き
家
が
な
く
，
留

学
の
受
け

入
れ
を
停

止
せ
ざ
る
を
得
な
い
点
で
す
が
，
今
後
は
空
き
家

の
家

主
と
定

期
的
に
交
渉
し
て
い
く
と
と
も
に
，
就
労
先
の
斡

旋
な
ど
，
更
に
移

住
し
や
す
い
環
境
を
作
っ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

0
9
9
7
-
6
7
-
2
2
6
1
（

宇
検

村
教

育
委

員
会

事
務
局

）
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【
平
成
2
1
年
】

・
学
校

の
存
続
に
向
け
て
，
地
区
住
民
が
奮
起

→
阿

室
校
区
活
性
化
対
策
委
員
会
を
立
ち
上

げ
，
地
区
外
か
ら
人
の
流
れ
創
出
を
決
意

ス
テ
ッ
プ
１

・
こ
れ
ま
で
の
取
り
組

み
に
よ
り
，
学

校
の

廃
止
と
い
う
話

題
は
，
聞

か
な
く
な
っ
た
。

→
親
子
山

村
留

学
に
よ
り
，
毎

年
，
継

続
的
に
移
住

者
の

受
け
入

れ
が
あ
り
，
当

初
の
目

的
は

達
成
で
き
た
。

★
今
後
も
現
在

の
取
り
組

み
を
継

続
さ
せ
，

学
校
を
存

続
さ
せ
る
と
と
も
に
，
親

子
山

村
留
学
で
育

児
世

代
が

移
住
さ
れ
る
こ

と
で
，
地
域

が
よ
り
活

性
化

す
る
こ
と
を

目
標
と
し
て
い
る
。

今
後
の
目
標

き
っ
か
け

人
口
減
少
が
進
み
，

学
校
の
存
続
危
機
に

直
面

・
親
子
山
村
留
学
で
の
移
住
者
受
入
の
た
め
，
地

域
住
民
に
よ
る
空
き
家
改
修

【
平

成
2
9
年

】
・
地

域
で
の

取
り
組

み
が
認

め
ら
れ

，
農

林
水

産
祭
で
「
天

皇
杯

」
受

賞

ス
テ
ッ
プ
２

ス
テ
ッ
プ
４

活
動
を
通
じ
て
の
喜
び

ス
テ
ッ
プ
３

・
親
子
山
村
留
学
で
移
住
さ
れ
た
方
が
，

地
域
の
農
業
振
興
に
参
画

に
参
画
。

・
地
域
振
興
と
し
て
，
在
来
ニ
ン
ニ
ク
復
活

に
向
け
て
取
り
組
む
。

親
子
山

村
留

学
で
来
ら
れ
た
方

が
，
地

域
に

溶
け
込

み
，
楽
し
そ
う
に
生

活
す
る
姿

を
見
る
と
，
嬉
し
く
感
じ
る
。

引
き
続
き
，
地

域
全

体
で
親

子
山

村
留

学
が
継
続
で
き
る
よ
う
取
り
組

み
た
い
。

※
移

住
さ

れ
た

方
が
頼

り
と

さ
れ
，

地
域

に
溶
け
込
む

き
っ
か
け
に
。

※
天

皇
杯

受
賞

祝
賀
会

※
地

域
一

丸
と

な
っ
て

，
移
住

者
の
た

め
に
，

活
動
を

行
い
ま

す
。

※
崎

原
地

区
の

皆
さ

ん
(
写
真

は
平

成
3
0年

度
)

※
ニ

ン
ニ

ク
は

商
品
化

さ
れ
，

地
域
全

体
の

所
得
ア

ッ
プ

に
貢
献

※
式
典

※
必

ず
，

親
子
で

移
住
体

験
を
し

て
も
ら

う
。
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